
内
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四
第
三
二
五
号

平
成
十
八
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
国
家
公
務
員
の
一
括
採
用
、
一
括
管
理
シ
ス
テ
ム
、
天
下
り
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

三

二

五

号



衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
国
家
公
務
員
の
一
括
採
用
、
一
括
管
理
シ
ス
テ
ム
、
天
下
り
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
人
材
の
一
括
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
府
省
に
お
け
る
中
央
省
庁
再
編
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
統
合
府
省
内
の
人
事
交
流
及
び
府
省
間
の
人
事
交
流
の
実
施
、
総
務
省
に
お
け
る
本
府
省
課
長
級
以
上
の
幹

部
職
員
等
の
人
材
情
報
の
総
合
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
人
材
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
及
び
運
用
、
内
閣
官
房
及
び

総
務
省
に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
再
就
職
を
支
援
す
る
仕
組
み
で
あ
る
人
材
バ
ン
ク
の
円
滑
な
導
入
に
資
す
る
た
め
の
試
行

等
の
取
組
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
内
閣
官
房
、
総
務
省
等
に
お
い
て
、
関
係
府
省
の
協
力
を
得
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
「
人
材
の
一
括
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
の
具
体
的
な
期
限
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
一
括
採
用
」
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
ご
と
に
そ
の
行
政
分
野
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
が
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
こ
と
、
特
定
の
行
政
分
野
に
携
わ
る
こ
と
に
意
欲
を
有
す
る
有
為
な
人
材
の
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
等
の
問

一



題
が
あ
り
、
そ
の
対
象
と
す
る
範
囲
を
含
め
、
幅
広
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
意
欲
と
仕
事
の
成
果
を
引
き
出
す
よ
う
な
能
力
・
実
績
主
義
の
人
事
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
職
員
の
職
務
遂
行
能
力
、
勤
務
実
績
を
で
き
る
限
り
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
の
新
た
な
人
事
評
価
の
第
一
次
試

行
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
人
事
評
価
に
お
け
る
評
価
者
、
評
価
項
目
、
評
価
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
試

行
の
結
果
や
公
務
員
の
人
事
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

各
府
省
に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
、
仲
介
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
個
別
の
企
業
、
団
体
等
か
ら

の
要
請
や
照
会
等
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
天
下
り
あ
っ
旋
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日
内
閣
衆
質
一
五
九
第
一
一
七
号
）
二
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お

り
、
各
府
省
に
お
い
て
平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
五
年
間
に
要
請
等
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
企
業
、
団
体
等

に
職
員
の
再
就
職
の
受
入
れ
を
要
請
し
た
事
例
と
し
て
確
認
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

二



平
成
十
六
年
以
降
の
国
家
公
務
員
の
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
、
仲
介
等
で
あ
っ
て
、
企
業
、
団
体
等
に
職
員
の
再
就
職
の
受

入
れ
を
要
請
し
た
も
の
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
行
う
こ
と
は
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
当
該
人
の
「
自
由
な
環
境
の
下
で
の
自
発
的
な
意
思
」
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
憲
法

第
二
十
二
条
第
一
項
が
保
障
す
る
「
職
業
選
択
の
自
由
」
と
は
、
自
己
の
従
事
す
る
職
業
を
選
択
し
、
そ
の
職
業
を
遂
行
す

る
自
由
を
意
味
す
る
こ
と
は
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
八
年
六
月
六
日
内
閣
衆
質
一
六
四
第
二
八
三
号
）
で
述
べ
た
と
お
り
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
、
各
人
が
任
意
に
自
己
の
職
業
を
選
択
し
、
そ
の
職
業
を
遂
行
す
る
こ
と
を
公
権
力
が
妨
げ
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

企
業
、
団
体
等
か
ら
の
要
請
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
府
省
が
退
職
し
た
国
家
公
務
員
の
受
入
れ
を
企
業
・
団
体
等
に

要
請
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
職
業
選
択
の
自
由
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。

七
に
つ
い
て

三



公
務
員
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
能
力
・
実
績
主
義
の
人
事
管
理
の
徹
底
と
退
職
管
理
の
適
正
化
等
に
つ
い
て
、
人
事
評

価
の
試
行
の
取
組
状
況
等
を
も
見
な
が
ら
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
、
で
き
る
限
り
早
期
に
具
体
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四


